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３．デシジョンツリー（不確実状況下の意思決定） 

 商品開発や販売に関する意思決定の利得は、その時の経済事情や社会情勢、自社の相対的

能力など、外部の要因によって影響を受けます。そのため、その意思決定の成否は決定事項

と外的要因の組み合わせに左右されると言っても過言ではありません。このような不確実

な状況下での意思決定問題をモデル化して表す図にデシジョンツリーがあります。これは

意思決定を、デシジョンボックスと呼ばれる意思決定分岐とチャンスイベントと呼ばれる

外的な要因による分岐で表す図で、チャンスイベントは確率的に起こるものと仮定されま

す。このデシジョンツリーの利用範囲は広く、多段階の意思決定問題にも適用できます。こ

こではいくつかの例を用いてこの図の扱い方や、意思決定した場合の利得の計算法につい

て説明します。 

 

3.1 利得行列とデシジョンツリー 

 ここでは、投機株、優良株、債券への投資の問題を元に、デシジョンツリーについて説明

します。今、投資の結果が、好況の時、平時、不況の時で、以下の利得行列のように与えら

れるものとします。また、好況、平時、不況の起きる確率（生起確率）は、それぞれ 0.2、

0.5、0.3 であるとします。 

表 1 利得行列 

 好況(0.2) 平時(0.5) 不況(0.3) 

投機株(C1) 23 2 -10 

優良株(C2) 15 8 0 

債権(C3) 5 5 5 

ここで、生起確率は簡単に求められないものなので、意思決定者の経験による主観で判断し

た値（主観確率）でも構いません。また、主観確率のある程度一般的な決め方というのもあ

りますが、ここでは省略します。 

この意思決定の状況をデシジョンツリーで表すと図 1 のようになります。 
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図 1 デシジョンツリー 

四角はデシジョンボックスと呼ばれ、意思決定者がどの判断をするのかを決める分岐点で

す。それに対して丸はチャンスイベントと呼ばれ、外的な要因によって利得が変化する様子

を表します。例えば C1 においては、好況、平時、不況で利得が変わります。チャンスイベ

ントの分岐した線の横には、生起確率を書く場合もあります。 
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 我々はデシジョンボックスでどの選択肢を選ぶべきかを、利得の期待値で決めます。例え

ば今の状況ですと確率に利得を掛けて合計を取り、以下のようになります。 

投機株 6.2)10(3.025.0232.0)( =−++=XE  

優良株 703.085.0152.0)( =++=XE  

債権  553.055.052.0)( =++=XE  

結論は、優良株が最適であるとなります。 

 

3.2 多段階決定問題 

ここでは以下の例により、多段階決定問題を考えます。ここで、利用するのは C.Analysis

のグラフィックエディタなのですが、ここでは単に図の描画用に使っています。問題の条件

が読み上げられるにつれ、図が描かれていく様子が分かります。 

１．A 社は新製品 G を B 社に納入したい。 

２．成功した場合の報酬は 1000 万円、失敗した場合の違約金は 300 万円である。 

後でよく使うようになるので、この数値は大切です。 

３．A 社は 2 つの開発法 C1 と C2 を持っており、最初にどちらか選べる。 

 

４．C1 には開発費 400 万円、C2 には開発費 550 万円がかかる。 

意思決定の際の費用があれば、矢印の横に書いておきます。 

 

５．C1 で成功する確率は 0.7、失敗する確率は 0.3 である。 

デシジョンボックスとチャンスイベントをつなぐ矢印の横に確率を書きます。ここ

では成功した場合だけ報酬を得るという結果が分かります。 

 

６．C1 で失敗した場合、違約金を払うか、もう一度 C2 で挑戦が可能である。 

ここで２回目の意思決定が入ります。 



意思決定論 第 6 回 

6-3 

 

 

７．C2 で成功する確率は 0.9、失敗する確率は 0.1 である。 

８．C2 で失敗した場合、違約金を払って開発を打ち切るしかない。 

C2 が最終的な方法であると分かってデシジョンツリーは完成です。 

 

以上が条件から作ったデシジョンツリーです。テキストでは、手入力用に以下の形式であ

らわされています。 
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図 2 デシジョンツリー 

次に、期待値を計算しながら、意思決定をして行こうと思います。計算は分岐の下の方から

進めて行きます。上の方では下の計算結果を利用します。 

D2 において 

 中止を選べば、-300 

 C2 で再挑戦すれば、0.9×1000+0.1×(-300)-550 = 320 

意思決定は最良期待値の C2 で再挑戦を選択することになります。この最良期待値 320 万円

をデシジョンツリーに書き込みます。 
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以後は D2 から後ろは切り離し、D2 の上の 320 万円を使って計算します。 

 

D1 において 

 C1 を選べば、0.7×1000+0.3×320-400 = 396  

 C2 を選べば、0.9×1000+0.1×(-300)-550 = 320 

ここでは最良の期待値 396 万円を取るとして C1 を選択します。 

全体の戦略としては、最初に C1 を選び、成功したらそれで良し、失敗したら C2 で再挑

戦するのが良い、ということになります。このような判断を最適性原理といいます。 

最適性原理 

前の決定が何であろうとそれ以降の決定は最適なものを選ばなければならない。 

 

問題１ 

以下の状況説明を読んで問いに答えよ。 

１．A 社は新製品 G を B 社に納入したい。 

２．成功した場合の報酬は 2000 万円、失敗した場合の違約金は 500 万円である。 

３．A 社は 2 つの開発法 C1 と C2 を持っており、最初にどちらか選べる。 

４．C1 には開発費 300 万円、C2 には開発費 600 万円がかかる。 

５．C1 で成功する確率は 0.6、失敗する確率は 0.4 である。 

６．C1 で失敗した場合、違約金を払うか、もう一度 C2 で挑戦が可能である。 

７．C2 で成功する確率は 0.8、失敗する確率は 0.2 である。 

８．C2 で失敗した場合、違約金を払って開発を打ち切るしかない。 
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１）デシジョンツリーを完成させよ。但し、[ ] は金額、{ }は確率である。 
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２）一度失敗した場合（D2）の利益の期待値はどうなるか。そのときどちらを選ぶか。 

やめる    ［     ］万円 

  C2 で再挑戦 ［     ］万円 

  ［ やめる ・ C2 で再挑戦 ］を選択する。 

３）最初の段階（D1）での利益の期待値はどうなるか。そのときどちらを選ぶか。 

  C1 を選択 ［     ］万円 

C2 を選択 ［     ］万円 

  ［ C1 ・ C2 ］を選択する。  

 

問題１解答 

１）デシジョンツリーを完成させよ。但し、[ ] は金額、{ }は確率である。 
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２）一度失敗した場合（D2）の利益の期待値はどうなるか。そのときどちらを選ぶか。 

やめる    ［ -500 ］万円 

  C2 で再挑戦 ［ 900 ］万円    ［ やめる ・ C2 で再挑戦 ］を選択する。 

３）最初の段階（D1）での利益の期待値はどうなるか。そのときどちらを選ぶか。 

  C1 を選択 ［ 1260 ］万円 

C2 を選択 ［ 900 ］万円     ［ C1 ・ C2 ］を選択する。  

 


